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▽
唱
詠
晩
祷

日
時
：
６
月
28
日
（
日
）
16
時

場
所
：
立
教
女
学
院
聖
マ
ー
ガ

レ
ッ
ト
礼
拝
堂

司
式
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
：
上
田
亜
樹

子
司
祭

指
揮
・
オ
ル
ガ
ン
：
岩
崎
真
実
子

 

礼
拝
で
捧
げ
ら
れ
た
献
金
は
バ
ヌ

ア
ツ
の
サ
イ
ク
ロ
ン
、
ネ
パ
ー
ル

大
地
震
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災

者
支
援
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
。

◆
教
役
者
レ
ク
イ
エ
ム

６
月
17
日
（
水
）
10
時
半　

場
所
：
主
教
座
聖
堂

説
教
者
：
山
口
千
壽
司
祭

▽
司
祭 

山
縣 

与
根
二
▽
伝
道
師 

東 京 教 区 時 報

◇
６
月
の
代
祷
・
信
施
奉
献
先

▽
葛
飾
学
園
（
サ
ン
ピ
エ
ー
ル
・

保
育
園
）
の
た
め
▽
地
球
環
境
の

た
め
に
祈
る
日
（
７
日
）
▽
東
京

教
区
神
学
生
の
た
め
（
聖
霊
降
臨

後
第
２
主
日
）
▽
沖
縄
週
間
（
21

日
～
27
日
）
▽
沖
縄
・
ぎ
の
わ
ん

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
の
働
き
の
た
め

▽
野
宿
生
活
者
の
休
息
施
設
の
た

め
（
き
ぼ
う
の
い
え
）

▽
６
月
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
パ
イ
プ
オ

ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

①
日
時
：
16
日(

火) 
12
時
20
分

　

～
50
分

　

場
所
：
東
京
聖
テ
モ
テ
教
会

　

演
奏
者
：
向
井
泰
子

②
日
時
：
17
日(

水) 

12
時
20
分

　

～
50
分

　

場
所
：
神
田
キ
リ
ス
ト
教
会

　

演
奏
者
：
八
代
紀
子

い
ず
れ
も
、
入
場
無
料

▽
日
本
聖
公
会
史
談
会
開
催

日
時
：
６
月
20
日
（
土
）
10
時
～

場
所
：
管
区
事
務
所
３
Ｆ

テ
ー
マ
：
本
田
増
次
郎
と
ユ
ー
モ
ア

講
師
：
長
谷
川
勝
政
氏
（
本
田
増
次

郎
研
究
家
）

▽
東
日
本
大
震
災
支
援
報
告
会

〡
３
・
11
原
発
事
故
か
ら
４
年
が
経
過

し
変
わ
り
つ
つ
あ
る
人
々
の
暮
ら
し
と

心
模
様
〡　

報
告
：
越
山
健
蔵
司
祭 (

東
北
教

区
郡
山
聖
ペ
テ
ロ
聖
パ
ウ
ロ
教
会

牧
師)

日
時
：
６
月
27
日(

土)

14
時

場
所
：
八
王
子
復
活
教
会

主
催
：
多
摩
教
会
グ
ル
ー
プ
協
議
会

会
場
献
金
あ
り

▽
教
会
に
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
が
来
た
！

日
時
：
６
月
27
日
（
土
）
17
時

場
所
：
聖
ア
ン
デ
レ
教
会

出
演
：
竹
下
ユ
キ
＆Big W

ing 

Jazz O
rchestra

料
金
：
２
千
円
（
前
売
り
）

　
　
　

２
千
２
百
円
（
当
日
）　

問
合
せ
：
聖
ア
ン
デ
レ
教
会

℡
０
３
（
３
４
３
１
）
２
８
２
２

梅
本 

惣
吉
▽
司
祭 

山
縣 

雄
杜
三

▽
伝
道
師 

伊
木 

久
次
郎
▽
司
祭 

東 

信
行
▽
伝
道
師 

山
口 

千
里
▽

司
祭 

秋
山 

基
一
▽
司
祭 

宅
間 

信

基
▽
司
祭 

寺
井 

俊
健
▽
伝
道
師 

山
田 

チ
ヨ
▽
司
祭 

堀 

正
一
▽
司

祭 

山
崎 

正
雄
▽
司
祭 

大
野 

俊
朗

▽
司
祭 

柴
田 

通
三

◆
と
こ
し
え
の
平
安

６
月
５
日　

岩
柳　

黎
子
（
85
）

清
瀬

６
月
７
日　

東　
　

健
二
（
55
）

目
白

６
月
11
日　

梅
澤
美
智
子
（
92
）

聖
ガ
ブ
リ
エ
ル

今週・来週の予定

６月１４日～２７日

１４（日）	 聖霊降臨後第３主日

	 主教巡回　聖バルナバ教会

１６（火）	 常置委員会

	 外濠Ｇ牧師協議会

１７（水）	 教役者レクイエム（主教座）

	 教区再編成準備室　

　　　　　　　　　　宣教牧会エリア

	 人権委員会

１８（木）	 主教座聖堂活動委員会

	 礼拝音楽委員会

	 ハラスメント防止委員会

１９（金）	 下町 G牧師協議会

	 聖職養成委員会

２１（日）	 聖霊降臨後第４主日

	 主教巡回　聖救主教会

	 東日本大震災を憶えての祈り

	 　　　　　　　　　（主教座）

２２（月）	 財政委員会

２３（火）	 教財務サービス委員会

２４（水）	 資料保全委員会

２５（木）	 教区再編成準備室

１



２

▽
奉
献
先
紹
介

「
沖
縄
・
ぎ
の
わ
ん
セ
ミ
ナ
ー
ハ

ウ
ス
の
働
き
に
つ
い
て
」

　

沖
縄
・
ぎ
の
わ
ん
セ
ミ
ナ
ー
ハ

ウ
ス
は
１
９
８
６
年
２
月
、「
多

様
な
人
間
・
文
化
・
思
想
と
の
出

会
い
を
通
じ
、
主
体
性
の
あ
る
キ

リ
ス
ト
者
へ
の
成
長
を
促
す
と
同

時
、
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
愛

し
、
共
に
苦
悩
し
、
歩
ま
ん
と
し

た
人
々
と
共
に
責
任
的
に
生
き
る

場
づ
く
り
を
目
指
す
」
こ
と
を
目

的
と
し
て
沖
縄
の
地
に
建
て
ら
れ

ま
し
た
。
主
な
事
業
と
し
て
は
福

音
宣
教
活
動
、
大
学
・
地
域
社
会

へ
の
奉
仕
、
ア
ジ
ア
諸
国
・
諸
教

会
と
の
交
流
、研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
活
動
へ
の
貢
献

等
の
活
動
を
30
年
続
け
て
き
て
お

り
ま
す
。

　

特
に
沖
縄
の
歴
史
・
文
化
・
自

然
等
を
通
し
て
「
平
和
を
作
り
出

す
人
は
幸
い
で
あ
る
」
と
の
聖
書

の
言
葉
を
実
践
と
し
て
い
く
こ
と

を
願
い「
沖
縄
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
人
間
性
を

奪
わ
れ
る
体
験
し
た
沖
縄
戦
の
実

相
を
、
そ
し
て
、
戦
後
70
年
、
米

軍
基
地
の
過
重
を
強
い
ら
れ
る
現

状
を
「
歩
い
て
、
見
て
、
考
え
る
」

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
す
。
参
加

者
と
共
に
「
平
和
」
を
考
え
る
研

修
で
す
。

　

そ
し
て
、
主
体
性
あ
る
キ
リ
ス

ト
者
の
成
長
を
願
い
、
沖
縄
の
教

会
や
地
域
の
方
々
へ
の
様
々
な
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
し
て
お
り

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
願

う
「
冒
険
エ
コ
ク
ラ
ブ
」
は
25
名

の
小
中
学
生
が
登
録
し
毎
月
１
回

元
気
に
活
動
。大
人
の
た
め
の「
山

が
っ
こ
」
や
地
質
学
の
視
点
で
沖

縄
の
島
々
を
歩
く「
し
ま
ぞ
ー
り
」

は
生
ま
れ
島
の
沖
縄
を
再
確
認
す

る
機
会
。ヨ
ハ
ネ
受
難
曲
等
の「
音

楽
講
座
」。「
ヨ
ナ
書
を
う
ち
な
ー

口
で
読
む
会
」
は
琉
球
・
沖
縄
語

で
読
む
試
み
と
琉
球
讃
美
歌
を
歌

い
つ
つ
沖
縄
の
先
人
た
ち
の
信
仰

に
も
触
れ
る
講
座
等
、
参
加
者
の

喜
ぶ
顔
に
励
ま
さ
れ
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

沖
縄
・
ぎ
の
わ
ん
セ
ミ
ナ
ー
ハ

ウ
ス
を
支
え
て
い
る
一
つ
が
「
沖

縄
キ
リ
ス
ト
教
セ
ン
タ
ー
の
働
き

を
支
え
る
会
」の
取
り
組
み
で
す
。

個
人
団
体
か
ら
一
口
３
千
円
（
何

口
で
も
可
能
）
寄
せ
ら
れ
る
献
金

は
励
み
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今

後
と
も
沖
縄
の
地
で
「
教
会
と
教

会
を
つ
な
ぐ
、
地
域
と
教
会
を
つ

な
ぐ
」活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

「
ホ
ス
ピ
ス
き
ぼ
う
の
い
え
の
働
き
」

　

き
ぼ
う
の
い
え
は
、
東
京
台
東

区
の
通
称
「
山
谷
」
地
区
に
あ

る
、
日
本
で
唯
一
の
元
ホ
ー
ム
レ

ス
の
方
の
た
め
の
ホ
ス
ピ
ス
ケ
ア

施
設
で
す
。
２
０
０
１
年
10
月
に

開
設
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
14
年
間

で
２
０
０
名
あ
ま
り
の
方
々
を
看

取
っ
て
き
ま
し
た
。
全
員
が
親
類

縁
者
と
の
縁
が
切
れ
て
お
り
、
各

区
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
や
、
病
院

の
メ
デ
ィ
カ
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
紹
介
で
入
居
し
て
き
ま

す
。
全
員
が
当
然
の
こ
と
な
が
ら

金
銭
の
持
ち
合
わ
せ
な
ど
あ
ろ
う

は
ず
が
な
く
、
皆
、
生
活
保
護
を

受
給
し
て
い
ま
す
。

  

こ
こ
は
人
生
の
辛
酸
を
物
心
と

も
に
舐
め
尽
く
し
た
人
々
が
入
居

し
て
き
ま
す
。
き
ぼ
う
の
い
え
で

は
、
公
平
、
公
正
、
平
等
の
精
神

は
採
用
し
て
い
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な

ら
、
個
々
人
に
必
要
な
ニ
ー
ズ
は

多
様
で
あ
り
、
ス
タ
ッ
フ
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
、
皆
、
入
居
者
ひ
と

り
一
人
に
必
要
な
愛
の
形
を
提
供

す
る
の
で
す
。
そ
こ
で
、
皆
は
入

居
者
に
と
っ
て
特
別
な
「
ス
ペ

シ
ャ
ル
フ
レ
ン
ド
」
と
な
る
こ
と

が
要
求
さ
れ
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
教

の
宗
教
性
に
基
づ
い
た
感
性
が
要

求
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
ホ
ー
ム
レ
ス
だ

か
ら
と
言
っ
て
単
に
衣
食
住
や

医
療
、
看
護
、
介
護
を
提
供
す

る
だ
け
で
は
到
底
目
的
を
達
成

し
た
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

彼
ら
が
負
っ
て
き
た
精
神
的
、

霊
的
な
痛
み
や
傷
を
癒
す
た
め

の
工
夫
が
必
要
で
す
。
通
常
の

ホ
ス
ピ
ス
で
は
行
っ
て
い
な
い
、

よ
り
深
淵
な
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル

ケ
ア
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め

に
私
た
ち
は
、
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
（
物

語
性
）
と
い
う
視
点
を
よ
り
大

切
に
し
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち

「
聴
く
か
ら
こ
そ
語
ら
れ
る
物
語

が
あ
る
」
の
で
す
。
き
ぼ
う
の

い
え
に
入
居
し
て
生
ま
れ
て
初

め
て
「
無
償
の
愛
」
を
体
験
し
、

暴
力
や
力
に
お
い
て
で
は
な
く
、

「
愛
」
に
お
け
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
を
学
ぶ
の
で
す
。
そ
の

意
味
で
き
ぼ
う
の
い
え
は
、
イ

ン
ド
の
コ
ル
カ
タ
で
マ
ザ
ー
テ

レ
サ
が
始
め
た
「
死
を
待
つ
人

の
家
」
を
は
る
か
に
凌
駕
し
て

「
生
き
直
し
て
、
最
後
ま
で
愛
に

生
き
る
い
え
」
す
な
わ
ち
「
愛

の
修
行
道
場
」
と
し
て
の
働
き

を
し
て
い
る
の
で
す
。


